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旭山チーム (旭山動物園、十A研 究所、国島工業、ファームエイジ、大成建設、

BCT』 で現地視察 (トランス回ケーションなど)

ボルネオ自販機 1号 設置 (旭山動物国内)

旭山動物園、SWDと 生物多様性保全に関する MOU(覚 書 )締結

ボルネオヘの恩返し国際フォーラム (旭サl)

ゾウの移動用格製作 (田島工業)

ゾウの移動用構完成式 (旭山動物園)

ゾウの移動用格贈呈式 (SWD・ サパ州ロッカウィワイル ドライフパーク)

SWD局 長講演会 (東京)

担山動物園、SWDに 第 1次 設計図を提案 (SWD)

SWD、 MPOCに WRC建 設のプロポーザル提出→援助約束

LOT8現 地視察 (旭山動物園、小林粕械鉄工、lA研 究所)

現地視察 (旭山動物園、大成建設、BCT」 )

WRC建 設第 1次 模型 (池田素子製作)

レスキューセンター報告会 (東京)

NTTデ ータによる等高線データ作成

WRC建 設第 2次 模型 dA研 究所)

旭山動物園、SWDで 、レスキューセンター第 1期 工事に関しての合意書を交わす

現地調査 (大成建設)

現地測昌

工法についての打ち合わせ (小林機械鉄工、大成建設、日CT」 )

地元説明会 (SWD、 BCT、 大成建設)

WRC建 設第 3次 模型 OA研 究所)

ボルネオヘの恩返し報告会 (SWD、 旭山動物園、大成建設、BCT」 )

パ ドックのフェンス、移動用揺の製作 (小林機械鉄工)

郵船ロジスティクス、輸送打台せ

帝人、天幕製作

東京海上日動火災保険に加入

海上輸送 (百小牧一香渚経出―サングカン)重「船ロジスティクス

通関手続き A‐one社 倉庫で保管

現地視察 (旭山動物園、小林機械鉄工、IA研 究所、大成建設)

基礎工事開始 (工事用道踏補修自む ・地元建設業者 :A‐one社 )

駒木政肩さん (ボランティア ・大成建設OB)現 地入り (工事進捗報告)

フェンス組み立てなどの技術指導 (小林機構鉄工)

1期 工事起正式 (SWD、 日CT、旭山動物園、大成建設、小林機械鉄工、BCT』 )

工事経過視察 (BCT、 旭山動物園、大成建設、小林機械鉄工)

工事経過視案 (BCT、 SWD、 旭山動物園、大成建設、小林機械鉄工)

レスキューセンター報告会 (旭山動物園、大成建設、BCT」 )

工事完成機査 (BCT、 SWD、 旭山動物園、大成建設、アスタ)

アクセス道路の改修工事

SWDへ の引き渡し

オープエングセレモニー予定

*小 林機械鉄工 (株)は 2013年 4月 からアスタ (株)に 社名変更

LOT8

旭山動物園

旭山動物園

旭川

旭川

旭川

コタキナパル

東京

コタキナバル

コタキナパル

LOT8

LOT8

東京

東京

東京

旭川

コタキナパル

サンダカン

LOT8

クアラルンプール

サンダカン

旭川

旭川

旭川

旭川

東京

東京

サンダカン

サンダカン

LOT8

LOT8

サンダカン

サンダカン

とOTB

LOT8

LOT8

東京

LOTB

LOT8

LOT8

LOT8



ボルネオ北東部に生息するボルネオゾウは総数2000頭 と推定されているが、さまざまな脅威にさらされている。

生息地の消失と分断化

大食漢のゾウが十分な食べ物を確保して、群れで移動しなが

ら暮らすには広大な土地が必要です。ボルネオゾウにとつて
一

番の脅威は生息地である森が消失し、残つてしヽる森もパラバラ

に分断されていることです。この 40年 間にサバ州では森林の

400/0がプランテーションなどの農地や人間の居住地に換えられ

ました。ゾウ|よ従来通りのルートを通つているにもかかわらす、

人間とゾウの衝突が急増しています。

遺伝子の多様性の喪失

最近の Goossens博 士の遺伝子研究によると、ボルネオゾウ

の遺伝子の多様性は低くなつてしヽます。これは生息地が分断化

されたため、ゾウの群れが孤立化しているためと考えられます。

密猟、違法な殺幼、民、違法取引

法的にはボルネオゾウは許可があれば洵汰してもいしヽことに

なっています。射殺や毒殺などゾウの違法な殺害は、プランテ
ー

ションに農業被害を及ぼすために行われています。シカなどの

狩猟用罠にゾウがかかって、ケガをする事例も1曽えてしヽます。

キナバタンガン河下流域では200/oのゾウが罠によつてケガをし

てしヽるとしヽわれてしヽます。

地域の人々の保全意識の低さ

ボルネオゾウと人間が共生してしヽくために|よ、長しヽ目で見た

ときは、地元の人々がボルネオゾウのことを知り、大切に思しヽ、

共に暮らしてしヽこうとしヽう意識を持つことが重要です。現時点

では、ボルネオゾウにつしヽては地元の関心が集まつてしヽると|よ

いえません。イ                    料
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レスキユーセンター 1期工事
パドック&スタッフコートなど

搬入搬出用トビラ (3m幅 )

野生生物レスキューセンターの本格的な建設に先立つ1期工

事の目的は、書獣扱いされている野生ゾウを、森に戻すまで

一時的に保護する施設をつくり、レスキュー活動を円滑に行

うことです。予算も時間も限られているので、ゾウのパドッ

ク、スタツフコ
ー ト、倉庫、給水タンク、井戸など必要最低

限の設備を作りました。

ゾウのパドックは旭山動物園、お、だんから動物園の仕事を

している企業が設計、部材の製作をしました。そのほかの設

備 (スタッフコートなど)は 現地サイドで行いました。

日本の動物園ではゾウの飼育施設はがつしりしたコンクリート

でつくり、電気柵、,紙 など二重二重に安全対策をとっています

が、レスキュTセ ンターの場合、工事の規模も予算も限られてい

ます。この施設を運営しながら、改良・改善していく方針です。

21/12/2012(500MM GAP)

パドックの平面図。大きしヽ方のパドックは約 33メ ートル ×約 10メ ート
ル、小さしヽ方は約 20メ ートル ×約 8メ ートルで、面積は両方で約 600

平方メートル。競技用の50メ ートルプールぐらしヽの大きさになる。

パドックは、細長いひょうたん型で、総面積は約600面 です。くびれ

の部分は、ゾウ1頭ぐらいの大きさなので、そこにゾウを入れれば、柵の

外側から治療や検査ができるようになつています。振り分けになつてい

るので、掃除ができる (片方のスペースにゾウを集めて、もう一方を掃

除する)、 収容頭数が〕曽えたときは 2つのパドックとして使用できるよ

うになつています。野生ではふだんから群れで暮らしていますから、同

じ群れなら同じパドックに収容できると予想しています。

パドックには、搬出搬入用の扉が 2つついています。くびれの部分の

両脇にはトビラがつけられ、周囲とF高離できるようになつています。

当初は、丘の斜面を肖」って、法面を新素材

で固定して、パドックの壁にする方法を考え

ていました。現地視察、打ち台わせの結果、

新素材が高価、地元ではなじみのない方法、

風がぬけすゾウが暑いなどの理由で、現在の

柵方式に変更しました。

06

当初イメージの模型。丘を肖」ってパドックを作り、

天幕をつける構想。

現在の柵方式の模型。丸みを帯びたひょうたん型の予定だつ

たが、実物は模型より細長くなつた。



天幕ポール 天 幕が取り付けられる予定。
3 rn X 3 rnの天幕を8枚散りつける。水がたまらないように、
大きな布ではなく。何枚かの天幕を並べる。

ゾウのための水タンク。

全部で ]0個 つしヽてしヽます。

スタッフコートは、 トランス回ケーションや保護したゾウのケアをす

るスタッフが生活できるように、ベットルーム、キッチン、トイレ、

シヤワー、自家発電機、雨水タンクなどがあります。倉庫には、ゾウの

エサなどをイ呆管します。

また、井戸を掘つて用水を確保します。     1

写真左が倉庫、上の全景写真の右lRlに一部が見える。倉庫の左側の黒しヽ円筒形のもの
は雨水を貯めるタンク。写真右はスタッフコートで、4ベ ッドルーム、キッチンがある。

自家発電機やトイレは建物の外側にある。

1.6m幅 の柵を、50珊 の間隔をあけて設置するやり方です。lll製作は

小林機械鉄工で、技術的に難しくない、地形なりに設置できる、工事に

時間がかからない、柵の間から人間が逃げられる、風が通るなどの利点

があります。

心配される点は、ゾウが柵を壊さないかという点です。ボルネオゾウは

使役ゾウとして使われたことはなく、野生ですっと暮らしてきており、生

態もまだよくわかっていません。パドックに入れられたこ々 でどんな反応

を起こすのかはよくわかりません。柵は水平の方向に4トンの力がかかつ

ても耐えられる構造です。ゾウは鼻を巻いて樹木を侮!すので、鼻密巻くこ

とができないように柵の外側には鬼ピン(トゲトゲ)をつけてあります。

幅 ]6m 高 さ (地上)22m 重 量 約 180k g

組み立て式。コンクリー トに固定されてしヽる。水平に 4ト ンの力がかわヽって
も耐えられる。外側にたくさんの突起をつけ、鼻を巻けなしヽようにしている。

日差しが強いので、天幕で日陰

を作ります。耐久性のある布なの

で、雨にも太陽光にも負けませ

ん。保護するゾウの数や特性に

よつては、屋根を作つたほうがい

いのかなどは今後の課題です。

SWDの レンジャーが野生ゾウを保護するときは、政き矢で麻酔をかけ

て一時的に樹木などに係留→構に入れる (ゾウを人力でひつばつていれ

る)→ ユニックです構ことトラックに乗せる→保護区まで運搬するとい

う手|1原をとります。ユニックで道あげられるのは約3トン、構が1トンで

すから、2トンまでのゾウでないと持ち上げることができません。アジア

ゾウの中でもボ,レネオゾウは」ヽ型ですが、大人のオスになると2トンはゆ

うに超えそうに見えます。しかもオスはホルモンの状態で狂暴になる時

期があるので、現実問題として保護することはむすかしいものです。
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中心部分のトビラ (2m幅 )


